
土清水塩硝蔵の概要と過去の調査
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 江戸時代、加賀藩が生産する黒色火薬はその質・量ともに日本一であるといわれていました。
この黒色火薬を製造していたのが土清水村・涌波村領内に建設された塩硝蔵で、その敷地範囲
は幕末時点で約 11 万㎡にわたると考えられています。 

土清水塩硝蔵で作られた黒色火薬とは、文字通り黒い色をした火薬のことで、おもに火縄
ひ な わ

銃
じゅう

などの火薬として使用されました。 
黒色火薬の原料は硝 石

しょうせき

、硫黄
い お う

、木炭の３つで、これらを粉末にした後に混ぜ合わせ、そこ
に水を加えて練ったのちに乾燥させることで完成します。材料を粉末にする工程は搗蔵

つきぐら

と呼ば
れる施設で行われ、辰巳用水の水流を利用して水車を回していたと考えられています。同様
に、材料の混合は調 合 所

ちょうごうしょ

、乾燥は干場
ほ し ば

にて行われたと考えられます。 
材料の一つである硝石は加賀藩では「塩硝」と呼ばれ、越 中

えっちゅう

五箇山
ご か や ま

の山間部を中心に、
培養法
ばいようほう

という独特の手法により大量生産されていました。出来上がった塩硝はいわゆる「塩硝
の道」を通ってここ土清水塩硝蔵に運ばれました。 
 

土清水塩硝蔵建物配置図
（後藤家文書「土清水製薬所絵図」と都市計画図を重ね合わせたもの）

区画堀の痕跡と硝 石
しょうせき

御土蔵
お ん ど ぞ う

①の礎石の一部を確認することがで
きました。硝石御土蔵は塩硝を貯蔵していた土蔵と考えられます。 

また、大量の屋根瓦が出土し、瓦の形式から硝石御土蔵の屋根は
本 瓦
ほんかわら

葺
ぶ

きであったことがわかりました。瓦の中には加賀藩主前田
家の家紋である梅鉢

うめばち

紋
もん

をあしらったものも見つかっています。塩硝
蔵は加賀藩直轄の施設だったため、格式の高い本瓦葺きの屋根と梅
鉢紋を用いていたのでしょう。 

第２次調査は第１次調査で見つかった硝石御土蔵①の大きさ確
認を目的として実施しました。 

調査の結果から、硝石御土蔵①は東西28m ×南北13m の大きさ
の土台の上に、東西12間（約21.6m）×南北4間（7.2m）の範囲で
礎石を並べ、その上に建物を建てていたことが判明しました。こ
のほか、硝石御土蔵②の土台も確認されました。 

第3次調査は黒色火薬原材料の加工施設である搗蔵
つきぐら

の遺構確認を目
的として実施しました。発掘調査では、辰巳用水から導水した搗蔵
内部の水路と、中央に50㎝ほどの穴が開いた円形石列遺構が確認さ
れました。 

第4次調査は 縮
しゅく

具所
ぐ し ょ

の遺構確認を目的として実施しました。調査の結
果、東西方向と南北方向に延びる水路跡と思われる石組がみつかってい
ます。東西方向の石組は２列の石垣からなり、水路幅は約1.5ｍ、深さ
は約0.8ｍを測ります。床面には平らな石が敷かれ、その上には砂の堆
積が認められたため、かつてここに水流があったことが分かりました。
これらは縮具所の建物内を流れる水路の痕跡と考えられ、第３次調査で
確認された搗蔵と同様に、辰巳用水の水流を利用した施設であったこと
がわかりました。 

土清水塩硝蔵とは？ 平成19年度第1次調査

梅鉢紋の入った軒平瓦

平成20年度第2次調査

硝石御土蔵①の礎石

平成21年度第3次調査

水路跡

平成22年度第4次調査

東西方向水路



令和３年度第５次発掘調査の概要（搗蔵跡）

【参考】豊田市広美町 三連水車（明治期）
（赤枠内が水車の軸受部分）

礎石状石材

水路跡

石敷遺構

溝
・建物西端部分の雨落ち溝と考え

られます。
・途中で西側に向かって屈曲して

おり、幕末の絵図にある搗蔵の
突起部分に当たると考えられま
す。

礎石状の石
・水路跡の西側約2.5mで検出さ

れた、直径約0.3ｍの加工痕の
ある礎石状の石です。

・水車設備の一部の可能性があり
ます。

石敷遺構
・水路跡の東側に隣接して検出された、長軸1.8m、短軸1.0mの遺構です。
・20～30㎝の自然石の平坦面を上面に揃えて3列に並べてあり、隙間には拳大

の礫を詰めていました。
・石敷の上には堅く締まった黄褐色粘質土が載っていました。
・重量物を置くための基礎地業と見られ、水車設備に関連する遺構の可能性が

高いです。

水路跡
・0.2～0.3ｍの石材を平行に並べていました。

石列の間隔 外法：約1.0m 内法：約0.7m

・石材の大きさ・形状にはばらつきがありますが、上面の高さを一定にする
傾向が見られました。

・石列を区切る形で横手方向の石列を確認しており、区切りは長いスパンと
短いスパンがありました。

・石列はほとんどが1段積みで、部分的に高さ調整のため2段に積む箇所があ
りました。

・搗蔵内に導水した水路の痕跡と考えられ、木樋または石樋の土台である可
能性が高いです。

「土清水製薬所絵図」（慶応4年）の搗蔵

水車の復元案

樋の一単位
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令和４年度第６次発掘調査現場の遺構図（搗蔵跡）
令和３年度調査箇所 令和４年度調査箇所

水路跡

溝

水路跡
・令和３年度調査で確認された水路跡

の延長部分を確認しました。
・20～30cmの石材を平行に並べています。

石列の間隔 外法：約1.0m
内法：約0.7m

・南側は削平によって途切れています。

石敷遺構
・長軸約0.9ｍ、短軸約0.7ｍの

石敷の遺構で、上面の高さを
そろえるように石を並べてあ
ります。

・水車設備の一部の可能性があ
ります。

円形石敷遺構
・長軸1.4ｍ、短軸約1.2ｍの楕円形

の石敷の中に、直径約0.7ｍの穴が
空いています。

・水車設備の一部の可能性があります。

（中小礫）

トレンチ

（大小礫）

（中礫）（中礫）

（大礫）

（中礫）
（中礫）

（中礫）

（中小礫）

集石遺構
・長軸約２ｍ、短軸約1.1ｍの楕

円形の集石遺構です。
・水路跡に近く、水車設備の一

部の可能性があります。

集積遺構群
・西側で集石遺構を７箇所検出

しました。
・元は１つの大きな遺構だった

可能性があります。

溝
・幅約0.4ｍ、深さ約5cmの溝です。
・令和３年度調査で見つかった

溝の延長にあり、搗蔵の西端
を示していると考えられます。
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